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　平成27年度から町では、地域コミュ
ニティの活性化や地域力の向上を目的
に、住民の知恵や工夫を生かした地域
が元気になる活動を「元気活動サポー
ター」（町職員）が支援しながら実施す

る「こうさんもん元気活動」推進事業
を実施しています。
　今年度は、21の行政区がさまざまに
工夫した元気活動に取り組んでいます。

地域全体の活動で「元気」をつくり出そう！

こうさんもん元気活動レポート

子
ど
も
み
こ
し
の
復
活
に

地
域
全
体
で
取
り
組
む

　
大
町
区
（
堀
敏
朗
区
長
・
１
３

８
世
帯
）
で
は
、
地
域
間
交
流
を

目
的
と
し
て
、
あ
ゆ
ま
つ
り
の
「
子

ど
も
み
こ
し
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
区
で
は
、
10
年
振
り
の
「
子

ど
も
み
こ
し
」
へ
の
参
加
を
決
意
。

地
域
住
民
み
ん
な
で
協
力
し
て
み

こ
し
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
区
民

の
ア
イ
デ
ア
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
お

そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
作
製
し
ま

し
た
。

　
ま
つ
り
当
日
に
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
住
民
が
「
子

ど
も
み
こ
し
」
に
参
加
。
お
そ
ろ

い
の
真
新
し
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
一
致

団
結
し
て
み
こ
し
を
担
ぎ
、
市
街

地
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
堀
区
長
は
、「
み
ん
な
で
考
え

協
力
し
た
お
か
げ
で
と
て
も
良
い

み
こ
し
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
で
き
、
た

く
さ
ん
の
区
民
で
『
子
ど
も
み
こ

し
』
に
参
加
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
区
の
体
育
祭
開
催
に
向
け
て

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

大町区

区民が団結して

担ぐみこし
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中早川区

見守り活動で支

える地域の安全

北早川区

歴史の伝承で

つなぐ地域の輪

芝原区

区民みんなが

集える祭りづくり

　
中
早
川
区
（
藤
本
敏
江
区
長
・
71
世
帯
）
で

は
、
小
学
生
の
登
下
校
時
に
地
域
住
民
が
付
き

添
い
、
犯
罪
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
見

守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
区
に
あ
る
通
学
路
に
は
、
用
水
路
や
交
通

量
の
多
い
道
路
な
ど
危
険
個
所
が
多
く
あ
り
、

過
去
に
事
故
が
発
生
し
た
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
地

域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
登
下
校
時
の
見
守

り
を
実
施
。
保
護
者
会
と
老
人
会
が
共
同
で
作

製
し
た
お
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
用
し
、

子
ど
も
た
ち
と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
世
代

間
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　芝原区（光永カヨ子区長・119世帯）では、

区内の住宅団地の増加をふまえた若い世代の新

しい住民との交流を図ることを目的に、「芝原

村祭り」を新たに企画して開催しました。

　同区では、老人会、消防団、婦人サークル、

子ども会で結成された実行委員会を立ち上げ、

それぞれに役割を分担して祭りを計画。地域住

民の意見を取り入れてステージイベントや出店

の料理などを考案し、子どもたちを中心として

灯ろうづくりにも挑戦しました。

　祭り当日は、約200人の地域住民などが集い、

カラオケや演舞、キッズダンスなども行われ多

くの参加者が交流を深めました。

　北早川区（宮崎逹也区長・88世帯）では、

古くから地域に伝わる村祭りを次代に引き継

ぐため、住民全体で工夫を凝らして取り組み

ました。

　子どもたちは、地域住民の指導の下、祭り

で奉納する獅子舞の練習を重ねたほか、ふれ

あい交流会でのソーダまんじゅうづくりやし

め縄づくりなどに取り組みました。

　祭り当日は、笛や太鼓のおはやしや獅子舞

の奉納、炊き出し、消防団の協力による防災

の話などもあり、大にぎわいでした。それぞ

れの活動を通じて地域の絆（きずな）が深ま

りました。

区民みんなで作る新しい村祭り

子どもたちへ地域の伝統を引き継ぐ

地
域
の
温
か
い
目
で
子
ど
も
を
守
る
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●平成27年度「こうさんもん元気活動事業」の取り組み状況
行政区名 活動内容

谷内区
破魔呑（はまどん）の湧水とホタルがすむ坂谷川の環境保全による景観の整備と活動に伴う
地域住民同士の交流。

西寒野区
国道443号側面、緑川河はんの草取り、桜並木沿いに菜の花の種植えなどの作業を行う景観整備。
子どもから高齢者まで全区民で活動に取り組み交流。

下豊内区
陣ノ内館跡、薬師堂、防空壕など、地域の史跡を活用した散策コースの整備。
陣ノ内館跡の休憩場所の整備。

岩下一区 大井手川の環境を守る活動を世代間交流を図りながら地域全体で取り組む。

岩下二区 区民が定期的に集まり効果的な筋力づくりを行うことで心身の機能向上を図り、地域の交流を図る。

緑町区 旧来からの区民と新たな区民との交流促進を図り、住みやすいまちづくりを目指して秋祭りを企画開催。

仁田子区
地域に受け継がれている「地蔵祭り」の拡充。ステージイベントの充実、
竹細工作りなど世代間交流のコーナー設置など、誰もが参加しやすい祭りの開催。

大町区
10年振りにあゆまつりの「子どもみこし」への参加。
地域でのみこしづくり、祭りへの参加を通して図る区民の交流。

横田区
寄せ植えのまちづくり、地域話題誌の発行、地域の句碑の解読勉強会など。
横田に学び、きれいな郷土と豊かな心を後の世代に引き継ぐ取り組み。

下横田区
従来の体育祭の充実。体育祭のデザイン・地区イメージのデザインを募集し、作品の活用と便りの発行。
グラウンドゴルフのチーム構成に小学生・高齢者を含み世代間交流を実施。

浅井区
防災マップづくりのため、世代間交流を図りながら危険区域などの点検活動を実施。
防災関連で、区民による「植樹活動」や「防災もちつき」などを実施。

上早川一区～五区
上早川一区から五区までの全区で協力し区域内に統一的な看板を設置。
材料を購入し、専門家の指導の下、地区住民の交流を図りながら看板を作製、設置。

田原区
公民館などで筋力トレーニングを行うとともに、活動成果の発表の場を設け、
区の活性化・医療費削減を目指す取り組み。

中早川区
地域の防犯パトロールや登下校時の子どもの見守り活動を通して
子どもの安全確保と世代間交流および地域の活性化を図る取り組み。

北早川区
地域の歴史の伝承と防災訓練を通じた村づくり。古くから伝わる村祭りの伝承と拡充。
祭りに合わせ、防災訓練の一環として「炊き出し」を行うなどして、防災意識を高める交流。

糸田区
区内の荒れ地を含む周辺に桜の木や菜の花を植えて美化を図り、交流拠点となる公園を整備し、
花畑を通じて区内外の人との交流を図る取り組み。

芝原区 旧来からの区民と新たな区民との交流を図るため、村祭りを企画実施。

●
27
年
度
は
21
行
政
区
17

　
事
業
が
採
択

　「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
推

進
事
業
」
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
地
域
力
の
向
上

を
目
的
に
、
地
域
住
民
の
知
恵
や

工
夫
を
活
か
し
た
地
域
が
元
気
に

な
る
活
動
を
町
職
員
で
あ
る
「
元

気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
支
援
し

な
が
ら
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま

で
多
く
の
人
が
地
域
活
動
に
気
軽

に
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
始
動
し

た
同
事
業
で
は
、
活
動
希
望
す
る

行
政
区
か
ら
の
申
請
内
容
が
審
査

会
に
か
け
ら
れ
、
審
査
の
結
果
、

21
行
政
区
17
事
業
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
行
政
区
の
特
色
を
生
か
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
元
気
活
動
に
取
り

組
み
、
元
気
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
活
動
実
施
地
区
に
は
活

　
動
の
補
助
を
し
ま
す

　
活
動
を
行
う
上
で
は
、
各
地
区

ご
と
に
元
気
活
動
補
助
金
（
上
限

10
万
円
）
と
元
気
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
２
人
程
度
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

地
域
み
ん
な
で
取
り
組
む

元
気
の
き
っ
か
け
づ
く
り



Public Relations KOSA
February 20165

Ａ区
新規拡充

Ｂ区
大きく活動

Ｃ区
補助金なし

Ｄ区
活動できない

元気活動の主なテーマ

祭り、イベント、

文化、自主防災な

ど

交 流 促 進
特産品、地産地消、
伝統芸能など

子 育 て
子育て支援、世代

間交流、見守り、

遊び、健康など

移住・定住、地域

めぐり、交流会な

ど

行政の支援とサポーターの役割

元気活動補助金
元気活動
サポーター

●１行政区に

　２人程度配置

　（町職員）

●区で取り組む

　元気活動事業

　へのアドバイ

　スや支援

●地域が元気になる活動を一緒に考える。

●事業の内容を教えてほしい。

●元気活動に関して、アドバイスにのって

ほしい。

●他の地域の活動について、教えてほしい。

●元気活動以外のことを手伝ってほしい。

●仕事中に手伝いに来てほしい。

●区の仕事を手伝ってほしい。

●元気活動でどんなことをするのか、決め

てほしい。

元気活動サポーターのできること・できないこと
できる できない

元気活動サポーターの活動

地 域 活 性

地域間交流

こ
の
２
つ
を
活
用
し
て
地
域
の
元

気
づ
く
り
の
活
動
を
地
域
住
民
の

力
で
作
り
出
す
こ
と
が
こ
の
事
業

の
基
本
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
元
気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

各
行
政
区
が
抱
え
る
現
状
や
課
題
、

将
来
の
姿
を
話
し
合
い
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な
元
気
活

動
が
で
き
る
か
を
、
地
域
住
民
と

一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
活
動
に

向
け
た
助
言
な
ど
を
行
っ
た
り
し

ま
す
。
活
動
内
容
が
決
ま
っ
た
区

に
は
、
活
動
内
容
の
活
動
決
定
ま

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
元
気
活
動
で
地
域
の
力

　
次
代
へ
受
け
継
ぐ

　
元
気
活
動
事
業
に
よ
っ
て
、
地

域
間
交
流
の
活
性
化
を
図
り
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に

な
っ
て
地
域
に
残
る
宝
を
守
る
た

め
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
機
会
を
増
や
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
ぐ
く
み
、
地
域

の
力
で
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
継

続
す
る
こ
と
が
明
る
い
未
来
を
作

り
ま
す
。

　▼
お
問
い
合
わ
せ
先

町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　（
内
線
２
３
１
）

　

klg1
0
4
@
tow
n.kosa.lg.jp

●１行政区当たり

　上限額10万円

地域コミュニティの活性化や地域力の向上、職員の資質向上のため各行政

区ごとに元気活動サポーターを配置。地域の話し合いに参加したり、活動

に向けた助言などを行います。

甲佐町を元気に！地域の力を高めよう！
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平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
本
町

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
平
成
27
年
１

月
〜
12
月
の
収
入
に
つ
い
て
申
告
が

必
要
で
す
。

　
申
告
し
な
い
と
、
各
種
証
明
書
が

発
行
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。準

備
す
る
も
の

・ 

印
か
ん

・ 

給
与
収
入
や
年
金
収
入
が
あ
る
場

合
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払

証
明
書

・ 

事
業
所
得（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）

が
あ
る
場
合
は
、
収
支
計
算
を
し

て
い
る
収
支
内
訳
書
な
ど
（
平
成

26
年
１
月
か
ら
個
人
で
事
業
な
ど

を
行
う
全
て
の
人
は
記
帳
と
帳
簿

の
保
存
が
必
要
で
す
）

・ 

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る

場
合
は
、
控
除
証
明
書

・ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
障
が
い

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

・ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

医
療
費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書
と
記
入
・
計
算
済
み
の
明
細

書
・ 

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

証
明
書
や
領
収
書

・ 

所
得
税
の
振
替
納
税
お
よ
び
還
付

を
受
け
る
場
合
は
、
各
金
融
機
関

の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）
な
ど

の
控
え
と
、
そ
の
通
帳
に
登
録
し

て
い
る
印
か
ん

・ 

税
務
署
が
送
付
し
た
確
定
申
告
書

な
ど

　
株
や
土
地
の
譲
渡
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除
の
申
告

を
す
る
人
は
、
事
前
に
町
税
務
課
ま

た
は
税
務
署
で
説
明
を
受
け
、
必
要

書
類
を
ご
準
備
の
上
、
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　
内
容
に
よ
っ
て
は
、
税
務
署
で
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▼
申
告
期
間

　
２
月
16
日（
火
）〜
３
月
15
日（
火
）

※
３
月
６
日
（
日
）
は
、
休
日
申
告

　
を
開
設
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　 

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
、
午
後
１

時
〜
午
後
４
時

※
３
月
６
日
（
日
）
は
午
前
９
時
〜

　
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
午

　
後
３
時

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
５
）

　

klg1
0
5
@
tow
n.kosa.lg.jp

・
熊
本
東
税
務
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

平成28年度

■町県民税・国保税の申告相談の日程一覧

日程
行政区名

午前 午後

２月

16 火 上早川三区 上早川一区・五区

17 水 上早川四区 上早川二区

18 木 中横田

19 金 下横田

22 月 浅井 東寒野

23 火 西寒野

24 水 岩下一区・二区 上豊内

25 木 緑町 下豊内

26 金 大町 仁田子

29 月 有安 横田

３月

１ 火 早川 糸田

２ 水 中早川・北早川 辺場・古閑・八丁・山出

３ 木 吉田 芝原

４ 金 船津

６ 日 平日に来庁することができない人

７ 月 麻生原・世持 南三箇

８ 火 津志田

９ 水 中山 田原・和田内

10 木 上田口 下田口

11 金 府領・北原

14 月 広瀬・西原・井戸江 上揚

15 火 谷内・本坂谷・堂ノ原・小鹿・安平

※ ２月19日（金）、25日（木）、３月３日（木）は、税理士
も相談に応じます。株や土地の売買、消費税の申告や資産
税についてのご相談がある人は、ぜひご利用ください（受
付は午後３時まで）。

※午前中は特に混雑が予想されますので、時間に余裕を持っ
　てお越しください。

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
相
談
は

２
月
16
日
（
火
）
〜
３
月
15
日
（
火
）
で
す



Public Relations KOSA
February 20167

車種

現行税額

（平成15年１月
１日から平成27
年３月31日まで
に新車新規登録
された車両）

新税額

（平成27年４月
１日以降に新車
新規登録された

車両

重課税額

（新車新規登録後
13年を経過した
車両（平成14年
以前に新車新規
登録された車両））

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

車種
平成28年度
以降の税額

原動機付き

自転車

50cc 以下 2,000円

50cc を超え
90cc 以下

2,000円

90cc を超え
125cc 以下

2,400円

ミニカー 3,700円

小型特殊

自動車

農耕作業用 2,400円

その他 5,900円

二輪の軽自動車
（250cc 以下のバイク）

3,600円

二輪の小型自動車
（250cc より大きいバイク）

6,000円

　税制改正に伴い、平成28年度以降の軽自動車税が引き上げられます。

　また、三輪および四輪の軽自動車のうち、新車新規登録から13年を経過した車両に対して税額が通常

より重くなる重課税と、排出ガス性能および燃費性の優れた環境負荷の小さい車両については税額が軽く

なるグリーン化特例が適用されます。

　軽自動車税は、毎年４月１日現在を基準として課税されますので、使用していない車両がありましたら

お早めに廃車や名義変更の手続きを行ってください。

平成28年度から軽自動車税の税額が改正されます
使用していない車両の廃車や名義変更はお早めに

■原動機付き自転車、小型特殊自動車、バイク、三輪および四輪の軽自動車の税額（平成28年度）

※平成27年４月１日以降に新車新規登録された車両は新税額が適用されます。
※平成28年以降の４月１日現在で、新車新規登録された年から13年を経過した
車両は重課税額となります。

適用条件 軽減額

（ア） 電気自動車・天然ガス軽自動車 新税額から約75㌫軽減

（イ）
乗用 平成32年度燃費基準＋20㌫達成車

新税額から約50㌫軽減
貨物用 平成27年度燃費基準＋35㌫達成車

（ウ）
乗用 平成32年度燃費基準達成車

新税額から約25㌫軽減
貨物用 平成27年度燃費基準＋15㌫達成車

　平成28年度の課税時に、三輪および四輪の軽自動車で排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷

の小さいものについては、軽自動車税が軽減されます。

　平成27年４月１日（水）～平成28年3月31日（木）に新車新規登録された三輪および四輪の軽自動車で、

下記の基準を満たす車両

■グリーン化特例が適用される車両条件と軽減額（平成28年度）
※ ( イ )・( ウ ) については、
　揮発油（ガソリン）を内燃
　機関の燃料とする軽自動車
　で、平成17年排出ガス基準
　75㌫低減達成車（★★★　
　★）に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、
　自動車検査証の備考欄に記
　載されています。
※詳しい税額については、町
　公式サイトをご覧ください。

▼お問い合わせ先

　町税務課　TEL096-234-1112（内線111）　 klg105@town.kosa.lg.jp　町公式サイト　http://www.town.kosa.kumamoto.jp/
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町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
作
守
純

生
さ
ん
（
岩
下
一
区
・
写
真
右
）
が

全
国
功
労
者
表
彰
、
桃
井
さ
ゆ
み
さ

ん
（
緑
町
区
・
以
下
写
真
左
）、
本

田
尚
子
さ
ん
（
上
早
川
三
区
）、
高

崎
徹
さ
ん
（
八
丁
区
）、
本
田
幸
嗣

さ
ん
（
糸
田
区
）
が
県
の
功
労
者
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
発
展
の

た
め
に
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
団
体

と
協
力
し
ス
ポ
ー
ツ
全
般
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

功
労
者
表
彰
を
受
け
た
５
人
は
、

町
推
進
委
員
と
し
て
活
動
。
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
向
上
に
努
め
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

町のスポーツ振興に貢献　
全国・県スポーツ推進委員功労者表彰

▼

功
労
者
表
彰
を
受
け
た
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
５
人

少年サッカー全国大会出場
田上廉太郎選手（甲佐小６年・横田区）

▼「ソレッソ熊本」のメンバーとして全国大会に出場した田上廉太郎選手

　

昨
年
12
月
26
日
（
土
）
〜
29
日

（
火
）
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
た

第
39
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
に
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「
ソ
レ
ッ
ソ
熊
本
」
所
属
の
田
上

廉
太
郎
選
手
（
甲
佐
小
６
年
・
横

田
区
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
昨
年
11
月
に
大

津
町
で
開
催
さ
れ
た
同
大
会
の
県

予
選
大
会
に
出
場
。
全
16
チ
ー
ム

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
順
調
に
勝

ち
進
み
、
決
勝
戦
で
ひ
と
よ
し
Ｆ

Ｃ
と
対
戦
し
ま
し
た
。
ミ
ッ
ド

フ
ィ
ル
ダ
ー
の
田
上
選
手
は
、
後

半
半
ば
過
ぎ
に
相
手
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
が
弾
い
た
ボ
ー
ル
を
シ
ュ
ー

ト
し
、
先
制
点
を
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
追
加
点
を

奪
っ
た
ソ
レ
ッ
ソ
熊
本

は
、
２
対
０
で
勝
利
し
、

２
年
ぶ
り
５
度
目
の
優

勝
を
決
め
全
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

田
上
選
手
は
、
初
め

て
出
場
し
た
全
国
大
会

で
も
チ
ー
ム
の
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
。
予
選

リ
ー
グ
３
戦
目
の
Ｙ
Ｆ

奈
良
テ
ソ
ロ
と
の
試
合

で
も
、
ゴ
ー
ル
を
決
め

る
な
ど
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。

　

田
上
選
手
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　昨年10月24日（土）熊本市中央区で、平

成27年度ＪＡ共済全国小・中学生「書道・

交通安全ポスターコンクール」熊本県大会授

賞式が開催され、佐藤朱莉さん（甲佐中３

年・下横田区）が書道半紙の部の特別賞の１

つである熊本朝日放送賞を受賞しました。

　同コンクールは、次代を担う小・中学生の

図画工作、美術教育、書写教育の向上に貢献

するために、ＪＡ共済熊本が主催。書道コン

クールには、県下から29,701点の作品の応

募がありました。

書道コンクールで特別賞　
佐藤朱莉さん（甲佐中３年・下横田区）

▲書道の部で熊本朝日放送賞を受賞した佐藤朱莉さん
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　１月17日（日）、第41回地区対抗体力つくり駅

伝競走大会および第45回町駅伝競走大会が開催

されました。甲佐町体育協会、町教育委員会、甲

佐町陸上競技協会が主催で開催。

　地区対抗体力つくり駅伝競走大会は、各地区か

ら11チームが参加して健脚を競いました。９区

間７.57㌔を、幼児から成人まで区間ごとに割り
当てられた選手たちが地区の誇りをタスキに託し

て力走。竜野①が26分14秒で優勝を飾りました。
　町駅伝競走大会は、６部門に27チームが参加。

町役場周辺を発着とする５区間（男子の部９.47㌔、
男女混合・小学生の部７.57㌔）を選手たちが軽
快に走り抜けました。

　【各部門の優勝チーム】高校・一般男子の部：

ＪＡかみましきスイートコーン（35分02秒）、中

学男子の部：甲佐中サッカー部Ａ（39分13秒）、

高校・一般男女混合の部：役場Ｄ（38分53秒）、

中学男女混合の部：甲佐中学校陸上部（28分46

秒）、小学男子の部：Son's 甲佐Ａ（28分30秒）、

小学女子の部：龍野ドラゴンズＢ（33分49秒）

　

昨
年
11
月
22
日
（
日
）・
23
日

（
月
）
熊
本
市
で
、
第
25
回
グ
レ
ン

ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
熊
本
大

会
本
選
が
開
催
さ
れ
、
小
学
３
・
４

年
の
コ
ー
ス
に
出
場
し
た
齋
藤
帆
香

さ
ん
（
龍
野
小
４
年
・
下
横
田
区
）

が
優
秀
賞
、
同
１
・
２
年
の
コ
ー
ス

に
出
場
し
た
志
垣
星
那
さ
ん
（
同
小

２
年
・
同
区
）
が
準
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
予
選
・
本
選

が
全
国
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
４
万
人

が
出
場
す
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
研
究
会
が
主

催
。
各
賞
を
受
賞
し
た
２
人
は
、
３

月
28
日
（
月
）
〜
４
月
１
日
（
金
）

に
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
地
区

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　１月13日（水）～24日（日）町生涯学習

センターで、「熊延鉄道開業100周年記念写

真展」が開催されました。

　「熊延鉄道」とは、大正４年（1915年）に

開業し、熊本市南区の春竹から下益城郡砥用

町（現在の美里町）を結んだ鉄道。同写真展

実行委員会が主催の同写真展では、当時の鉄

道や町の風景などの写真約200枚が展示され、

同写真展初日には、記念式典も開催。熊延鉄

道の歴史を振り返る基調講演などが行われま

した。

ピアノコンクール九州大会へ
齋藤さん（下横田区）と志垣さん（同区）

写真でよみがえる思い出
熊延鉄道開業100周年記念写真展を開催

▲懐かしい鉄道や風景をながめて笑顔を見せる来場者

冬の甲佐路を駆け抜ける　
地区対抗駅伝競走大会および町駅伝競走大会

▲号砲とともに一斉に町役場をスタートした第45回町駅伝競走大会の
１区走者たち

▼

九
州
地
区
大
会
出
場
の
齋
藤
さ
ん
（
写
真
左
）
と
志
垣
さ
ん
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人
権

甲佐町人権教育推進協議会（町社会教育課内）　TEL 096‒234‒2447( 内線 324）　 klg110@town.kosa.lg.jp

■
３
月
５
日
（
土
）
甲
佐
町
人
権
教

　

育
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

開
催
日
時

会
場

講
演
会

・
講
師

・
演
題

共
催

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

　

３月５日（土）開催
甲佐町人権教育講演会

多くの皆さんのご参加をお待ちしています

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)  klg204@town.kosa.lg.jp

■
65
歳
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

に
加
入
で
き
る
障
害
認
定

対
象
者

①

②

　①②
申
請
に
必
要
な
も
の

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください

後期高齢者医療制度の
障害認定について



町からのお知らせ　【２月】
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）　 klg202@town.kosa.lg.jp

■
男
女
格
差
を
図
る「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

　

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」

男
女
格
差
に
つ
い
て
は
後
進
国
の
日
本

㌫

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
そ
う

㌫

㌫

日本と世界で比べる
男 女 格 差 の 状 況

公表されたジェンダー・ギャップ指数2015

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)  klg106@town.kosa.lg.jp

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

任
意
加
入
の
申
し
出
方
法
に
つ
い
て

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

保 険 料 の 納 め 忘 れ に ご 注 意 く だ さ い

国民年金保険料の納付
は口座振替が便利です

順位 国名 値

1 アイスランド 0.881

2 ノルウェー 0.850

3 フィンランド 0.850

4 スウェーデン 0.823

5 アイルランド 0.807

11 ド イ ツ 0.779

15 フランス 0.761

順位 国名 値

18 英　　国 0.758

28 米　　国 0.740

91 中　　国 0.682

101 日　　本 0.670

115 韓　　国 0.651
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高崎 真帆さん

〔津志田区〕

未来を切り拓く新成人
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倉岡 大さん

〔岩下二区〕

　１月10日（日）町生涯学習センターで、
平成28年甲佐町成人式が開催されました。
　今年の新成人は、平成７年４月２日～
平成８年４月１日生まれが対象で、町内
の対象者は111人。式典には、87人が出
席しました。
　式典では、各地区の新成人代表が新成
人全員の氏名を紹介した後、蔵田勇治町
教育長が「これからの社会を支える一員
として精進してください」と式辞を述べ、
奥名克美町長が「社会を元気にするよう
な青年になることを期待しています」と
告辞。緒方哲哉町議会議長と甲佐中学校
生徒代表の高崎蓮斗さん（２年・糸田
区）が祝辞を述べました。
　新成人への記念品が荒瀬呼音子さん
（東寒野区）に贈呈され、上田佳範さん
（世持区）が「交通安全宣言」を宣言。
最後に、皆本凌太さん（下豊内区）が
「失敗を恐れず前向きな姿勢でさまざま
なことに挑戦し、この生まれ育った甲佐
町や地域の皆様に貢献できるような社会
人になることを誓います」と「誓いの言
葉」を述べました。

新成人111人の新たな門出

光輝く青年たちの晴れ姿

▶
交
通
安
全
宣
言
を
す
る
上
田
佳
範
さ
ん



Library
町生涯学習センター図書室からの２月のおすすめ図書
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映 R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『はなちゃん12歳の台所』（安武 はな著）

小屋敷 京子さん
〔糸田区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

黒船来航から12年。歌川広重、

歌川国芳と並んで「歌川三羽

烏」と呼ばれた花形絵師の三代

豊国という大看板が亡くなり、

今後誰が歌川を率いるのか。ひ

と回り歳が違う兄弟弟子の２人

は、尊皇攘夷の波が押し寄せる

不穏な江戸で一門を、浮世絵を

守り抜こうとする。浮世絵師た

ちの意地、妬心、苦悩が胸に迫

る、読み応えのある１冊です。

講談社

小説

時代の流れにあらがう絵師の人生
梶 よう子著 /『ヨイ豊』 

不思議いっぱいの深海探検へ出発
山本 孝作 /『しんかいたんけん！マリンスノー』

番組出演者やスタッフが選んだ本の傑作集
TBS テレビ「王様のブランチ」 編 /『「王様のブランチ」が恋した本』

情報テレビ番組「王様のブラン

チ」の放送1,000回を記念し、

同番組人気の「ブック・コー

ナー」で特集された本の中から

厳選した141冊を紹介。誰もが

知っている名作から、新進気鋭

の作家まで、珠玉の作品が集結。

あらゆるジャンルから、「癒さ

れる」「泣ける」「ドキドキす

る」などさまざまなテーマで選

び抜いたおすすめの１冊です。

ベストセラーズ

教養・娯楽

25万部発行『ペコロスの母に

会いに行く』の最新刊。東京か

ら長崎に引っ越してきた小学生

のまーくんは、母親代わりのみ

つえばあちゃん、さとるじい

ちゃんと仲良く暮らしています。

前作同様描かれているのは、決

して「無」ではない認知症の豊

かな世界。日常の生活の中にあ

る「豊潤な時間」が、心を温め

てくれるストーリーです。

西日本新聞社

一般書

認知症の祖母と孫の愛ある日常を描く
岡野 雄一著 /『みつえばあちゃんとボク』

夜の子ども部屋のふとんの中の

仲良し兄弟。ふとんをすっぽり

かぶるとそこは、深海探査艇マ

リンスノー号のコックピット。

そう、今夜の冒険は深海の世界。

闇に閉ざされた深海には、奇妙

な姿の生物や深海探査艇を丸呑

みできるほどの巨大な生物が…。

丁寧に描かれたたくさんの深海

生物やワクワクドキドキの大冒

険に圧倒される絵本です。

小峰書店

児童書

はなちゃんの得意料理やお母さんから
教わった料理の話題を中心に、将来の
夢やママへの手紙など、心温まるエッ
セイをおすすめレシピとともに紹介

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

●人権についての理解を深める
　ためのＤＶＤのご紹介

　町人権教育推進協議会では、人権

啓発に関するＤＶＤを収集・保管し

ています。人権についての理解をさ

らに深めるために、ぜひご覧くださ

い。

『今、地域社会と職場の人権は！』

（上映時間 36 分）

　「増え続ける高齢者の問題」や「子

育てする女性の問題」、「パワ・セク・

ハラスメントの問題」や「同和問題」

などに視点をあて、だれもが地域と

職場で、自分の持っている能力や個

性を発揮し、生きがいを持って働け

る環境づくりの大切さを問い掛けて

いきます。

　そして、社会のすべての人が「い

きいきと安全で安心できる社会」の

取り組み、共に支え合う「共生社会」

の実現を目指す人権問題学習教材用

ドラマです。

　各地区や企業などで人権について

学ぶことができるように貸し出しも

行っています。貸し出しについては、

町人権教育推進協議会（町社会教育

課内）にお問い合わせください。

　

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
は
、
毎

週
月
曜
日
午
前
９
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
、
町
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
開
催
さ

れ
、
17
人
の
受
講
生
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
受
講
生
は
、
講
師
の
山
下
公

喜
子
さ
ん
（
益
城
町
）
か
ら
共

通
の
モ
チ
ー
フ
を
１
つ
学
ん
だ

後
、
バ
ッ
グ
や
大
判
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
、
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み

な
ど
自
分
の
作
り
た
い
作
品
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
生
は
、
初
心
者
か
ら
15

年
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
受
講
生
の
レ
ベ
ル
に

対
応
し
た
教
室
を
開
催
。
手
を

動
か
し
な
が
ら
受
講
生
同
士
で

お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
め
る
よ
う

な
雰
囲
気
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

は
、
毎
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

30
分
ま
で
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
講
師
の
有
働
紘
子
さ
ん
（
熊

本
市
）
の
指
導
の
下
、
22
人
の

受
講
生
が
参
加
し
、
い
ろ
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
合
わ
せ
て
ダ

ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

は
、
楽
し
み
な
が
ら
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
体
を
動
か
す
の
で
健
康

増
進
や
体
型
維
持
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
会
な
ど
で
は
カ

ラ
フ
ル
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い

踊
る
の
で
、
い
つ
も
と
は
違
っ

た
自
分
を
演
出
で
き
る
こ
と
も

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の

醍
醐
味
（
だ
い
ご
み
）
の
１
つ

で
す
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

▼

公
民
館
自
主
講
座

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

▼

公
民
館
自
主
講
座

▲講師の山下さんが受講者１人

ひとりにていねいに指導

▲カラフルな衣装で日ごろの練

習の成果を披露する受講生

　　　　　

▲

町公民館からのご案内

第19回甲佐町公民館大会

●日時

　２月20日（土）午前９時10分

●場所

　町生涯学習センター・ホール

●実践発表

　こうさんもん元気活動推進事業

の発表

●講演

　演題「落語に学ぶユーモア生活

～笑いは健康のもと～」

　講師・上田博司さん（「つなば

れ会」代表）

　町内公民館関係者および町民の

皆さんの多くのご参加をお待ちし

ています。

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　甲佐町人権教育推進協議会

　（町教育委員会内）　

　TEL096-234-2447（内線324）
　 klg110@town.kosa.lg.jp

▲地区や企業などの人権教育勉

強会にぜひご活用ください
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❖
あ
な
た
の
血
圧
は
正
常
で
す
か

　
冬
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
が

高
血
圧
。
寒
い
時
期
は
血
圧
が
通
常
よ

り
も
上
が
り
や
す
く
、
脳
卒
中
や
心
筋

こ
う
そ
く
な
ど
恐
ろ
し
い
病
気
の
引
き

金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
血
圧
は
、
秒
や
分
単
位
で
自
律
神
経

が
短
期
的
に
調
整
し
て
い
る
た
め
、
測

定
の
度
に
違
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
緊
張
し
た
り
し
て
も

変
化
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
血
圧
に
も

人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ

り
、
１
回
の
測
定
で
は
判
断
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
血
圧
の
タ
イ
プ
に
は
、
血
圧
が
常
に

高
く
す
ぐ
に
治
療
が
必
要
な
「
持
続
高

血
圧
」、
家
庭
な
ど
で
計
測
す
る
血
圧

（
家
庭
血
圧
）
は
正
常
な
の
に
健
診
や

病
院
で
の
計
測
で
は
高
く
な
る
「
白
衣

高
血
圧
」、
逆
に
健
診
や
病
院
で
は
正

常
な
の
に
家
庭
血
圧
が
高
く
な
る
「
仮

面
高
血
圧
」
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
り
ま

す
。「
持
続
高
血
圧
」や「
仮
面
高
血
圧
」

に
該
当
す
る
人
は
、
治
療
が
必
要
で
す

が
、
自
分
は
「
白
衣
高
血
圧
」
と
安
心

し
た
方
も
将
来
本
当
の
高
血
圧
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
血
圧
は
と
て
も
大
切
で
、
健
診

や
病
院
で
測
っ
た
血
圧
だ
け
で
は
普
段

の
血
圧
の
状
態
は
分
か
ら
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
本
当
の
血
圧

は
正
常
で
し
ょ
う
か
。

❖
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト

　
家
庭
血
圧
と
言
っ
て
も
、
バ
ラ
バ
ラ

の
時
間
・
条
件
で
測
っ
た
も
の
は
普
段

の
血
圧
を
正
し
く
反
映
し
ま
せ
ん
。
次

の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
家
庭
血
圧
を
記

録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
血
圧
測
定
で
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト

①
血
圧
計
は
、
上
腕
で
測
る
タ
イ
プ
を

使
用
す
る
。

②
測
定
は
、
朝
は
起
床
後
１
時
間
以
内

に
排
尿
を
済
ま
せ
て
朝
食
前
に
、
夜

は
入
浴
、
飲
酒
直
後
を
避
け
て
寝
る

直
前
に
計
測
す
る
。

③
測
定
の
際
は
、
椅
子
に
座
っ
て
１
〜

　

２
分
後
に
計
測
す
る
。

※
血
圧
計
の
ベ
ル
ト
の
位
置
を
心
臓
と

　

同
じ
高
さ
に
保
つ
。

　
家
庭
血
圧
で
の
正
常
血
圧
の
基
準
値

は
、
１
２
５
／
80
未
満
で
す
。
家
庭
血

圧
で
１
３
５
／
85
以
上
あ
る
場
合
は
、

高
血
圧
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

❖
高
血
圧
を
予
防
す
る
に
は

　
皆
さ
ん
は
、「
高
血
圧
の
原
因
＝
塩

分
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
減
塩
す
れ
ば
血
圧
が
下
が
る

と
言
い
ま
す
が
、
高
血
圧
の
原
因
は
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
血
圧
が
上
が
る
原
因

①
遺
伝
的
要
素
（
家
族
に
高
血
圧
、
脳

卒
中
、
心
疾
患
、
腎
疾
患
の
人
が
い

る
）、
妊
娠
歴
（
妊
娠
高
血
圧
、
タ

ン
パ
ク
尿
の
指
摘
）、
現
病
歴
（
甲

状
腺
機
能
亢
進
（
こ
う
し
ん
）・
低
下

症
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
）
な
ど

②
塩
分
摂
取
過
剰

③
内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

④
運
動
不
足

⑤
喫
煙

⑥
交
感
神
経
優
位
（
疲
労
の
蓄
積
、
緊

　

張
、
睡
眠
不
足
な
ど
）

⑦
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
過
剰

　
右
の
項
目
で
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
高
血
圧
は
痛
く
も
か
ゆ

く
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
血
管
を

む
し
ば
み
恐
ろ
し
い
病
気
を
引
き
起
こ

す
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
ま
ず
は
血
圧
が
上
が
る
原
因

で
思
い
当
た
る
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

必
要
な
人
は
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
し

血
圧
を
適
正
に
保
っ
て
、
脳
や
心
臓
の

病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
運
動
不
足
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
解
消
し
た
い
方
は
、

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
運
動
教

室
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
血
管
を
静
か
に
む
し
ば
む

サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
「
高
血
圧
」

あ
ゆ
み
だ
よ
り

血圧 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

時間や場所によって値が変わる血

圧。血圧が上がる原因には、食生

活以外にもさまざまな原因があり

ます。恐ろしい病気を招く「サイ

レントキラー」高血圧を防ぐため

に、皆さんも血圧が上がる原因を

確認し生活習慣を見直しましょう。

今月の「あゆみだより」は

高倉 美保 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
２月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（月） 砂場遊び

３日（水） 豆まき

５日（金） 新聞紙で遊ぼう

８日（月） 戸外遊び

10日（水） お絵かき

12日（金） バレンタインチョコレート作り

15日（月） ブロック遊び

17日（水） お誕生会（要予約）

19日（金） 戸外遊び

22日（月） 折り紙遊び

24日（水） 積み木遊び

26日（金） 雛飾り作り

29日（月） 散歩（園周辺）

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

２・３月の保健活動

　　２月18日（木）　午前９時

　　３月17日（木）　午前９時

　　２月18日（木）　午前10時

　　３月17日（木）　午前10時

　　２月５日（金）　午前９時30分

　　２月９日（火）　午後１時

　　３月８日（火）　午後１時

　　３月11日（金）　午前９時30分

　　２月９日（火）　午後１時20分

　　３月８日（火）　午後１時20分

　　３月15日（火）　午後１時30分

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

井上 茜
あか

里
り

 ちゃん（１歳）

　父・聖士 さん　母・里香 さん

　（上早川一区）

　じいちゃん、ばあちゃん

　大好きー♡

福永 妃
きりゅう

琉 ちゃん（１歳）
　父・浩紀 さん　母・みゆき さん

　（浅井区）

　これからも

　すくすく元気に育ってね♡

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　 klg113@town.kosa.lg.jp

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

５日（金） オモチャで遊ぼう

19日（金） お雛様つくり

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

13日（土） 発表会

17日（水） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL

doctor

ｉ
お
知
ら
せ

町
臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員

採

用

に

係

る

登

録

制

度

２
月
21
日
（
日
）
は
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
交
通
規
制
に
ご
注
意
を

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ
い
て

感

染

性

胃

腸

炎

が

流

行

し

て

い

ま

す

町税などの滞納処分（12月分）
tax
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL
▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

▼
平
成
27
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL

クリーンセンターへのごみ搬入量（12月分）

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数

１月24日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

１月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

龍野小学校の正門を入ってす

ぐ左側に「凌雲の森」があります。

その道路に面した一角に、古井戸

が残っています。

一昨年、標柱を立てる際に校長

先生にも協力していただき井戸の

深さを測ったところ、深さは 22

㍍あり、底には水が溜まっていま

した。

井戸は大正 13 年に掘られ、ポ

ンプは二段式でした。しかし、深

井戸のためかたびたび故障し、そ

の都度ポンプ屋さんが修理に来て

いました。この井戸１つの水で学

校全体をまかなっていたため、一

度故障すると学校も大変でした。

坂道を下って250㍍くらい離れた

幸野の「清水さん」まで水をくみ

に行くも、バケツいっぱいの水を

２人で持って歩くとこぼれてしま

い、学校に着く頃には半分に減っ

ていてがっかりしたものです。

昭和 37 年には、校舎の上に大

きな貯水タンクが設置され、水の

心配はなくなったようです。それ

までの多くの先人たちの苦労も昔

話になってしまいました。しかし、

この井戸が長年果たしてきた役割

は、非常に大きなものだったと思

います。

「凌雲の森」の中には、第１回

高等科卒業生の記念樹やクスノキ

の大木や石垣上の自然石でできた

欄干の一部が昔のままで、龍野小

学校の古い歴史を物語っていま

す。いつまでも大切に保存してい

きたいものです。

甲佐町の文化財探訪　～第 31回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

▲

陵
雲
の
森
に
あ
る
龍
野
小
古
井
戸

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　 klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

ワ

ク

チ

ン

接

種

に

よ

る

副
作
用
の
被
害
救
済
制
度

「龍野小学校の古井戸」 本田荘一 町文化財保護委員（上早川二区）
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家族コーラス「左座家」第３回演奏会（３月５日（土））開催のお知らせ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
改
定
後
の
最
低
賃
金

▼
効
力
発
生
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

ｉ
お
知
ら
せ

保
育
士
資
格
を
持
つ
人
の

就

職

支

援

を

し

ま

す

Information

た
こ
揚
げ
は
電
線
の
な
い
場
所

を

選

び

ま

し

ょ

う

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

を

策

定

し

ま

し

た

　家族コーラスグループ「左座家」の第３回演奏会が３

月５日（土）に嘉島町で開催されます。

　「左座家」は、下田口区の左座守さん、由紀さん、彰

さん、彩音さんで結成された家族コーラスグループ。平

成14年12月に結成され、家族ならではの声質を生かした

ハーモニーと美しい日本語による歌唱を心掛け、全国で

精力的に活動されています。

　１月15日（金）には、県庁で開催された第97回県庁ロ

ビーコンサートに出演。「からたちの花」や「あんたが

たどこさ」など美しいアカペラの響きを披露しました。

　「左座家」単独での県内の講演会は３回目。守さんは

「いい演奏ができるように家族みんなで頑張りたいで

す」と話しています。

　皆さんの多くの来場をお待ちしています。

●開催日時

　３月５日（土）午後１時30分開演（午後１時開場）

●会場

　嘉島町町民会館（上益城郡嘉島町上島545）

●入場料

　1,000円（全席自由）※未就学児は入場できません。

▼お問い合わせ先

　左座守さん

　 TEL 096-234-2162 vvb11471@nifty.com

ｉ
開
催

松
橋
西
支
援
学
校
高
等
部

販

売

会

を

開

催

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

使

用

者

も

労

働

者

も

▲

県
庁
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
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▼
主
な
販
売
品

▼
日
時

▼
場
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
開
催
日
・
会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL㈳応
募
期
限

募
集
定
員

募
集
年
齢

講
座
期
間

講
座
会
場

受
講
料

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

㈳TEL
▼
乗
り
物
盗
に
要
注
意
！

▼
万
引
き
は
犯
罪
で
す

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～２月～
 Event

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447　 klg110@town.kosa.lg.jp

ｃ
く
ら
し
安
全

御

船

地

区

防

犯

協

会

連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼期間　２月８日（月）～29日（月）

▼主催　町教育委員会

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ
う

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

２月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL

ｒ
募
集

電
話
相
談
員
を
志
す
人
の
養
成

講

座

の

参

加

者

募

集

▲

１
月
の
展
示
会

　
熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０

　
周
年
記
念
写
真
展

２月21日（日）
タグラグビー教室を
開催します

　 　

　町教育委員会では、町民の体
力つくりと健康増進を目的とし
た「タグラグビー教室」を開催
します。
　タグラグビーとは、ラグビー
を基にしたルールで危険度の高
いタックルを背中に付けたタグ
を取ることに置き換えた安全に
楽しめる球技スポーツです。
　皆さんぜひご参加ください。
●開催日時
　２月21日（日）午前９時～
●会場　甲佐小学校体育館
●講師　田中寛さん（県ラグ
ビーフットボール協会普及育成
委員）、久木田紳作さん（同）
●対象者　町内小学生
●参加料　無料
●定員　50人

▼申し込み・お問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　 TEL 096-234-2447( 内線325)
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選　

初
春
に
孫
よ
り
メ
ー
ル
嬉
し
く
て
娘
に
返
し
孫
に
笑

わ
る 

赤
星　

文
子

会
釈
し
て
微
笑
み
返
し
譲
り
合
う
里
の
ド
ラ
イ
バ
ー

マ
ナ
ー
を
守
る 

赤
星　

延
子

数
多
な
る
人
に
囲
ま
れ
恙
な
く
過
ぎ
行
く
年
を
愛
し

く
想
う 

森
田　

房
恵

正
月
も
ベ
ッ
ド
で
過
ご
す
母
親
に
お
餅
と
御
節
味
あ

わ
せ
た
し 

緒
方　

明
美

元
旦
の
雲
ひ
と
つ
無
き
大
空
に
幸
多
か
れ
と
初
日
仰

げ
り 

塚
原　

暁
益

手
書
き
に
て
届
く
賀
状
の
楽
し
く
て
ピ
エ
ロ
の
よ
う

な
猿
も
親
し
き 

吉
永
由
紀
子

初
春
の
暖
か
き
陽
の
差
す
な
か
に
愛
孫
曾
孫
の
喜
ぶ

声
す 

上
村　

か
ず

誰
ひ
と
り
帰
る
者
な
き
正
月
を
頂
き
物
の
「
御
節
」

で
迎
ゆ 

内
田
乃
武
子

狭
庭
に
は
今
年
も
千
両
実
を
付
け
て
床
の
間
に
飾
り

迎
春
準
備 

池
田
キ
ヨ
子

元
旦
の
晴
天
の
な
か
初
詣
で
揃
う
家
族
の
健
康
祈
る

 

上
村
や
す
美

孫
曾
孫
集
い
て
祝
う
母
白
寿
過
ぎ
し
年
月
笑
顔
と
な

り
て 

塚
本　

俊
子

清
音
も
濁
音
も
あ
る
除
夜
の
鐘
こ
の
一
年
を
振
り
返

る
と
き 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
年
賀
状
」

孫
達
の
成
長
嬉
し
年
賀
状 

布
田　

愛
子

パ
ソ
コ
ン
で
筆
も
要
ら
な
い
年
賀
状 　

安
浪　

ア
キ

年
賀
状
文
字
に
昔
の
思
い
出
が 

　

古
閑
チ
ヨ
ミ

歳
老
い
て
お
義
理
賀
状
も
有
難
い 

　

本
田
長
久
子

　
　
　

「
挨
拶
」

微
笑
ん
で
挨
拶
交
わ
す
良
い
職
場 

清
川
み
ど
り

嬉
し
い
な
名
刺
も
ら
っ
て
友
に
な
る 

森
田
千
鶴
子

サ
ヨ
ナ
ラ
の
握
手
微
熱
が
手
に
残
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選　

ぞ
う
く
ん
な　

免
許
返
せ
て
何
ご
つ
か 

広
田
み
ど
り

ぞ
う
く
ん
な　

俺
が
嫁
ご
は
大
学
出 

下
山　

千
恵

ぞ
う
く
ん
な　

ま
だ
三
杯
ァ
は
呑
う
ど
ら
ん 

志
垣　
　

光

ぞ
う
く
ん
な　

言
う
ご
つ
出
来
は
せ
ん
ど
も
ん 

佐
藤　
　

葵

ぞ
う
く
ん
な　

年
上
舐
め
て
か
か
っ
と
る 

北
畑　

公
美

ぞ
う
く
ん
な　

あ
っ
で
正
気
の
沙
汰
だ
ろ
か 

木
村　

陽
菜

ぞ
う
く
ん
な　

宝
く
じ
ど
ま
当
て
え
せ
ん 

布
田
か
ん
な

ぞ
う
く
ん
な　

国
会
中
に
居
眠
り
か 

平
井
や
よ
い

ぞ
う
く
ん
な　

昔
ァ
泣
か
せ
た
事
ッ
も
有
る 

長
原　

産
賀

ぞ
う
く
ん
な　

身
な
り
で
決
め
る
も
ん
で
無
ァ 

佐
野
し
ょ
う

ぞ
う
く
ん
な　

電
柵
罠
も
打
ち
壊
し 

光
永　
　

六

ぞ
う
く
ん
な　

愛
は
銭
で
に
ゃ
買
え
ん
と
ぞ 

井
元
あ
ざ
み

ぞ
う
く
ん
な　

拙
者
の
料
理
食
て
み
ん
か 

日
高　

美
里

ぞ
う
く
ん
な　

若
い
者
ン
に
は
ま
だ
負
け
ん 

上
田　

梅
清

ぞ
う
く
ん
な　

菓
子
よ
り
も
酎
下
げ
て
来
ェ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

如
月 

〜

熊延鉄道開業100周年記念写真展で展示された肥後狂句（町生涯学習センター・ギャラリーモール）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

府　領　森本　琉
る い

生　男　晃　正

上　揚　後藤　來
こ

幸
ゆき

　女　大　輔

有　安　 田　來
らい

凛
り

　女　俊　樹

下横田　元山　結
ゆい

仁
と

　男　英　輔

津志田　中嶋　絆
きず

名
な

　男　　極　

豊　内　緒方　恒
こう

太
た

　男　　彰　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,271 △10

女 5,849 △14

計 11,120 △24

世帯数 4,301 △４

平成27年12月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

下横田　寺本　安喜　84　洋　子

田　口　松坂惠美子　89　昭　之

糸　田　井芹ハルミ　80　道　治

下横田　本村　弘光　59　弘　光

大　町　 田八千代　95　完　弘

上早川　美濃田セツ子　84　セツ子

豊　内　嶋津　弘義　88　タミ子

田　口　木村　 機　73　春　夫

西寒野　井上　昭人　88　昭　人

早　川　松本トヨ子　87　トヨ子

世　持　志垣　停子　83　孝　信

ひとの動き（敬称略）

12月11日（金）～１月10日（日）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① ニラはよく洗い２㌢くらい

に切り揃え、ザルに上げて水

切りをしておきましょう。

② 卵は溶きほぐしておくと良

いでしょう。

③ 鍋にだし汁を入れ、しょう

油、みりんで味付けをします。

もし味が薄い場合は、塩で調

えます。

④ 食べる直前、フライパンに

ゴマ油を引き、モチの両面が

キツネ色になるまで焼きます。

⑤ ③の汁を煮立たせたら、一

気にニラを入れ、溶き卵を流

し入れます。かき混ぜながら

ニラに火を通し、煮立ったら

火を止めます。

⑥ お椀に④の焼きたてのモチ

を入れ、⑤の汁を注ぎ入れた

ら出来上がりです。

　　栄養のかたまりと言ってい

いほどいろんな効能を持ったニ

ラ。血液循環を良くするとも言

われるので、貧血の人や疲れや

すい人におすすめです。

　別名「陽気草」とも呼ばれる

パワーを持った甲佐の特産品で

もあるニラをたくさん食べて、

健康で長生きを目指しましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

２月の雑煮

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　熊本市　永井　俊次

　　妻　豊　内　小林　理紗

　　夫　御船町　中村　祐輔

　　妻　芝　原　田端　沙織

　　夫　白　旗　石橋　　亮

　　妻　宇土市　西田友里香

　　夫　早　川　塚本　一正

　　妻　熊本市　兵頭　馨子
［

材料－４人分－

ニラ………………………… ２把
モチ………………………… ４個
卵……………………… １～２個
だし汁………………… ３カップ
しょう油……………… 大さじ２
みりん………………… 大さじ１
塩…………………… ひとつかみ
ゴマ油………………… 大さじ２

［

［

［

　

今
年
は
、
熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０

周
年
。
１
月
13
日
（
水
）
か
ら
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
同

記
念
写
真
展
は
、
運
行
時
の
写
真
や

沿
線
の
風
景
な
ど
の
写
真
約
２
０
０

点
が
展
示
さ
れ
、
鉄
道
を
懐
か
し
む

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

熊
本
市
の
南
熊
本
駅
か
ら
下
益
城

郡
砥
用
町
（
現
・
美
里
町
）
の
砥
用

駅
ま
で
を
結
ん
で
い
た
熊
延
鉄
道
は
、

１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
熊
延
鉄
道
と
い
う
名

は
、
当
初
熊
本
県
と
宮
崎
県
の
延
岡

を
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
計
画
し
て
い
た

こ
と
が
由
来
で
、
ま
だ
車
が
普
及
し

て
い
な
い
と
き
の
町
民
の
移
動
手
段

と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
、
路
線
跡
や
駅
の
跡
も
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
写
真
を
眺
め
て
当
時
を
思
い
出

し
ほ
ほ
笑
む
来
場
者
を
見
る
と
、
色

あ
せ
て
も
多
く
の
人
の
心
に
残
る
写

真
を
、
私
も
た
く
さ
ん
残
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
み
）



　

「
生
け
花
や
農
業
体
験
学
習
を

通
し
て
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人
の

笑
顔
が
私
の
生
き
が
い
で
す
。
み

ん
な
の
笑
顔
を
つ
く
る
活
動
を
生

涯
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
私

の
目
標
で
す
」
と
話
す
の
は
、
華

道
家
元
池
坊
師
範
の
村
上
諫
さ
ん

（
下
豊
内
区
）。

　

家
業
で
あ
る
花
農
家
を
し
な
が

ら
、
40
歳
代
後
半
に
「
生
産
だ
け

で
は
な
く
、
花
を
生
け
た
り
教
え

た
り
し
た
い
」
と
師
範
免
状
を
取

得
。
そ
の
資
格
を
生
か
し
、
町
公

民
館
主
催
講
座
「
生
け
花
教
室
」

や
母
校
の
御
船
高
校
の
華
道
ク
ラ

ブ
な
ど
で
講
師
を
務
め
て
い
る
。

　

華
道
家
元
池
坊
は
「
自
然
に
あ

る
草
花
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
生

か
す
」
こ
と
が
理
念
。「
自
然
の

中
に
あ
る
草
花
の
魅
力
を
引
き
出

し
、
器
の
中
で
よ
り
美
し
く
際
立

た
せ
る
形
を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
。

自
然
に
あ
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
に

可
能
性
を
秘
め
て
い
て
、
生
け
る

人
に
よ
っ
て
違
う
形
が
で
き
る
こ

と
が
魅
力
で
す
」
と
村
上
さ
ん
。

「
人
も
生
け
花
も
、
経
験
を
重
ね

る
ご
と
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
指
導
を
す
る
こ
と
が
自
分

の
成
長
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
私

も
毎
日
が
勉
強
で
、
ま
だ
ま
だ
修

行
の
身
で
す
」
と
生
け
花
の
奥
の

深
さ
を
笑
顔
で
語
る
。

　

村
上
さ
ん
は
昨
年
、
年
齢
に
と

ら
わ
れ
ず
自
ら
の
意
思
と
能
力
を

生
か
し
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
や
社
会
参
加
活

動
を
行
う
高
齢
者
を
内
閣
府
が
紹

介
す
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

実
践
事
例
」
に
選
考
さ
れ
た
。
甲

佐
小
児
童
を
対
象
と
し
て
、
自
身

が
所
有
す
る
農
地
で
の
野
菜
作
り

指
導
や
イ
モ
掘
り
体
験
な
ど
を
10

年
以
上
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

地
域
住
民
な
ど
と
児
童
た
ち
の
交

流
の
場
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

る
村
上
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
『
楽
し
か
っ
た
』
の
言
葉
と
笑

顔
が
う
れ
し
く
て
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
む
。

　

今
年
90
歳
を
迎
え
る
村
上
さ
ん

は
、「
い
ろ
ん
な
活
動
を
通
し
て

た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
す
る
こ

と
が
、
長
生
き
の
秘
訣
（
ひ
け

つ
）。
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」
と
自
身
と
地
域
の
無

限
大
の
可
能
性
に
思
い
を
は
せ
る
。
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花
を
通
じ
て
伝
わ
る
心
と
笑
顔
が

元
気
と
長
生
き
に
つ
な
が
る

むらかみ いさむ / 華道家元

池坊師範。町公民館主催講座

「生け花教室」の講師を務め、

自身の農地を利用した甲佐小

児童の農業体験学習も支援。

〔下豊内区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

村上 諫さん
Murakami Isamu

こうさ広 報


